
織機ï!%!護送&}~縦三水と緑と花のまち議議議議 昭和56年 5月15日 No.921

市政だより 戸一一人口の動き

4月1日現在 前月比

i 人口計 65，612-407 
i 男 31，498ー 261
i 女 34，114-146

世帯数 18，928- 2 
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仕事の余暇を

利用して

仕事の余曜を利用して、 知識 ・技術を習得しようと

4月から始まった勤労青少年ホームの教養講座 (料理

や生花、 陶芸、茶道など10講座)に 200人の若者が参

加、毎週 1回の教室を楽しみに通っています。

乙のホームを通じ、 1人でも多く の友達をつくり、

良き職業人、社会人として成長して くれることでしょ

勤労青少年ホームで教養講座 ぅ。
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母
と
子
の
健
康
を
守
る
た
め

因
子
保
健

ノ

/ 

.; 
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〆
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./ 
./ 

---6 

p 
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推
進
国
員
を
委
嘱
j
v

康
を
守
っ

て
い
く
事
業
を
、
市
の

す
み
ず
み
ま
で
浸
透
さ
せ
る
た
め

に
、
母
子
保
健
推
進
員
を
委
嘱
し

ま
し
た
。

推
進
員
の
仕
事
は
、
主
に
各
種

健
康
診
査
、
妊
婦
教
室
な
ど
を
一

度
も
受
け
な
か
っ
た
人
を
対
象
に

訪
問
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

〔
母
子
保
健

推
進
員
〕

三
浦
地
区

田
崎
シ
ズ

鈴
田
地
区

松
尾
ヨ
シ

カ
大
村
地
区

上
野
信
子

西
ミ
ヨ
シ

野
中
キ
ミ

鈴
田
ム
ラ

川
里
和
子

田
中
力
子

伊
川
京
子

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
明
る

く
健
康
な
家
庭
を
築
か
れ
、
健
や

か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
ら
れ
る
よ

う
妊
婦
教
室
、
乳
幼
児
相
談、

一

歳
六
カ
月
児
健
康
診
査
、
三
歳
児

健
康
診
査
、
予
防
接
種
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
母
と
子
」
の
健

※ 

小
さ
な
親
切
で

心
が
か
ト
合
つ

波
多
絹
子
、
北
野
松
代
、
望
月

チ
ズ
ヨ
、

品
別
田
イ
シ

西
大
村
地
区
一
世
ハ
ツ
、
中
尾

春
枝
、
山
田
タ
ッ
、
佐
藤
キ
ミ

エ
、
石
橋
ト
ミ
、
森
山
イ
ク
、

田
崎
ト
シ
、
山
崎
統
子
、
松
井

O 

良
子
、
原
田
ヨ
シ
子
、
松
崎
シ

ズ
ョ
、
和
崎
イ
ツ
子
、
鈴
田
キ

ミ
エ、

飯
笹
朝
子
、
平
田
富
貴

子
、
田
添
カ
メ

萱
瀬
地
区
田
中
フ
サ
子

竹
松
地
区
西
山
イ
チ
、
倉
光
順

子
、
村
川
博
子
、
吉
田
洋
子
、

吉
川
春
海
、
泉
嘉
子

福
重
地
区

江
口
久
代
、
山
道
フ

ヂ
エ

松
原
地
区

ア
ツ
子

川
添
喜
世
子
、
長
岡

(
生
活
環
境
課
)

O 

O 

参
加
語し
よ
う
赤
十
字

'-__"""-.............l-

社

員

増

強

運

動

実

施

中

五
月
一
日
か
ら
「
日
本
赤
十
字

社
員
増
強
運
動
」
が
始
ま
り
ま
し

た
。
五
月
三
十
一
日
ま
で
が
運
動

月
間
で
す
。

世
界
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災

害
や
局
地
的
紛
争
が
続
発
し
、
お

び
た
だ
し
い
数
の
被
災
者
や
難
民

が
傷
病
や
飢
え
に
あ
え
ぎ
苦
し
ん

で
い
ま
す
。
乙
れ
ら
の
人
々
に
対

す
る
救
援
活
動
や
血
液
事
業
、
災

害
救
護
活
動
な
ど
が
赤
十
字
の
重

要
な
事
業
で
す
。

社
員
(
資
)
は
赤
十
字
を
支
え

る
大
切
な
柱
で
す
。

「
全
戸
も
れ
な
く
社
員
加
入
」

を
目
標
に
本
年
も
ま
ず
年
額
三
百

円
の
新
規
社
員
を
増
強
す
る
と
と

も
に
、
す
で
に
社
員
に
な
っ
て
お

ら
れ
る
方
に
は
引
続
き
三
百
円
以

上
の
高
額
社
員
の
協
力
方
を
あ
わ

せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

(福
祉
課
)

豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

軽
自
動
車
税
、

月

割

課

税

制

度

を

廃

止

昭
和
五
十
五
年
度
ま
で
の
軽
自

動
車
税
は
、
賦
課
期
日

(
四
月

一

日
)
後
に
納
税
義
務
が
発
生
、
ま

た
、
消
滅
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

発
生
し
た
月
の
翌
月
か
ら
、
ま
た

そ
の
消
滅
し
た
月
ま
で
月
割
で
課

税
し
て
い
ま
し
た
が
、
乙
の
軽
自

動
車
税
に
係
る
月
割
課
税
制
度
が

今
回
の
地
方
税
法
の
改
正
に
と
も

な
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
従
っ
て
、
昭
和
五
十
六

O 

年
度
か
ら
は
賦
課
期
日
後
の
登
録

車
両
に

つ
い
て
は
翌
年
度
課
税
と

し
、
賦
課
期
日
後
の
廃
車
に
よ
る

月
割
還
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、

従
来
月
割
課
税
の
対
象

車
で
あ
っ
た
も
の
は
四
輪
以
上
の

軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
の

う
ち
農
耕
作
業
用
以
外
の
も
の
及

び
二
輪
の
小
型
自
動
車
で
す
。

※
詳
し
く
は
税
務
課
へ

O 

O 

給会 会 度らをがえど事
付 費き帰 lこる 上 員 に 出 し で 、 万が故最
の ま郷雇市ーの加かでき安一増や 近
内 五すすれ町年 資 入けいる心 の加留
容百。るわ村未格しるるよし 事 し守出

円 人て を満 ま人人うて 故 て家か
マ( は 働 離 、ーしは 、出出ない族せ
会年 誰いれ居カよ共 こかかどまの ぎ
員間 でた他住月う 済 れせせにす悩先
死 ) も後人す以。制かぎ ぎ備 。 み に
亡加 どお
の入 とけ

と で出かせざ … -，-.~ … なる
※とよ 赴!日l陸作者一気事
詳 きり ノ、H弓 mリ I~IC- /JUノ V己(き

し 母 一 11

く 家 人 弔
は がマ貸賃旅 ぎ l と や金く大 ) 慰
商 半留付金費先五 きけ 三なけ 旅 金
工 分守金不 11 へ万 11 が十つが費 五
観 以 家五払実の円見を万たを実十
光 上 族万 い費 家 舞し円とし費万
課 焼 が円の支 族マ 金て きて 支 円
へ 失火以と給の出三休マ 11 働給

し災内き 訪 か万ん 病 見け 遺
たに q マ問せ円だ 気 舞なマ族

(
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
)
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下
水
道

昭和56年 5月15日
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住
み
よ
い
町
の

(
基
礎
悼
つ
く
り

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〉

一一
水
も
限
り
あ
る
資
源

一

/

;
十
人
ひ
と
り
が
節
水
を

6
月

1
日
か
ら
水
道
週
間

こ
れ
ま
で
私
た
ち
は
「
水
は
無

尽
蔵
に
あ
り
、
い
つ
で
も
好
き
な

だ
け
使
え
る
も
の
」
と
思
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
や
水
は
限

り
あ
る
貴
重
な
資
諒
で
あ
る
と
考

え
直
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

水
資
源
の
開
発
は
、

多
く
の
人

々
の
理
解
と
協
力
、
ま
た
、

多
額

の
資
金
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
水
使
用
の
実
態
を
も
う
一

りおおむ市政だより(3) 

度
見
直
し
て
、
水
利

用
の
合
理
化
と
有
効

な
利
用
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
ま
た
、
同

時
に
排
水
量
の
減
少

と
な
っ
て
河
川
の
水

質
改
善
に
も
な
り
、

環
境
の
保
全
に
役
立

ち
ま
す
。
ま
た
、

市
は
環
境
汚
染

を
防
止
す
る
た
め
、
洗
剤
は

石
け
ん
か
無
リ
ン
合
成
洗
剤

へ
の
使
用
転
換
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

水
道
は
「
天
か
ら
の
も
ら

い
水
」
で
は
な
く

「造
ら
れ

た
水
」
で
す
。
乙
の
機
会
に

い
ま

一
度
暮
ら
し
の
中
の
水

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

・つ
。

マ
歯
み
が
き
は
水
を

止
め
て

マ
洗
車
は
バ
ケ
ツ
で

マ
風
自
の
残
り
湯
は

ま
き
水
、

掃
除
に

洗
た
く

た
と
え
ば
歯
み
が
き
を
例
に
と

る
と、

歯
み
が
き
の
時
間
は
約
三

分
間
で
す
。

使
う
水
の
量
は

コ
ッ

O 

ご
存
じ
で
す
か

模

蜜一小

あ
な
た
や
、
そ
の
周
囲
の
人
で

詐
欺

(
さ
ぎ
て

お
ど
し
、
交
通

事
故
な
ど
の
被
害
を
う
け
、
そ
の

プ
で
約
三
杯
で
す
が
、
み
が
い
て

い
る
問
、
う
っ
か
り
水
道
を
出
し

っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
る
と、

約
四

十
二
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
ム

ダ
に
な

り
ま
す
。

乙
れ
を
親
子
四
人
の
家
族
が
朝

晩
み
が
く
と
し
て
計
算
す
れ
ば
、

一
日
で
三
百
三
十
六
リ
ッ
ト
ル

、

ビ
ー

ル
び
ん
約
五
十
四
本
分
の
水

が
流
れ
て
し
ま
い
ま
す。

一
年
間
と
も
な
る
と
、
つ
も
り

つ
も
っ
て
約
百
二
十
七
ト
ン
、
小

学
校
の

二
十
五
メ
ー
ト
ル
プ
l
ル

に
必
要
な
水
、
三
百
ト
ン
の
四
割

を
ま
か
な
う
水
量
に
な
り
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を、

い
つ
で
も

ど
こ
で
も
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

な
お
、
水
道
管
の
破
裂
な
ど
に

よ
る
水
も
れ
を
発
見
し
た
と
き
は

水
道
部
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

水
道
部曾

③
|
一

五

O 

O 

審

査

ゐ
E

犯
人
を
処
罰
し
て
ほ
し
い
と
即時r
察

や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
そ
の
結

果

一バ非
と
な
ら
ず

一
と
か

一嫌
疑

一
5
月
初
日
は

i

e

一

一

消

費

者

の

日

一

一

消
費
者
保
護
基
本
法
が
制

定

一

，五
月
三
十
日
」
が
消
費
者
の

一

一
さ
れ
、
乙
れ
を
記
念
す
る
た
め
日
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す

一

ユ
戸

消
費
者
が
人
間
と
し
て
大
切

-

一

例

止

弐

吋

に
さ
れ
る
亭
り
し
と
は
ど
ん
な

一

，

h
3
2
3
f舵叫

1115
暮
ら
し
か
、
物
を
上
手
に
生
か

-

一

望

J
奈

良

す
こ
と
は
ど
ん
な
生
活
か
、「消

一

，

h
喝
d
l
u結
R
J
Q

費
者
の
日
」
に
当
り
、
よ
く
考

↑

一

多

L
g
折
口
d
p

え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

一

-
』
踊
岨
司

k
k
m
r
r円
f

'

-

F
A
K
M
阿
河
づ
l
j
/
g

(商
工
観
光
課
)
一

な
し
」
と
い
わ
れ
て
裁
判
に
ま
わ

さ
な
い

(不
起
訴
処
分
)
乙
と
に

な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
に
不
服

だ
が
、
さ
て
こ

れ
を
だ
れ
に
、
ど

う
し
て
も
ら
っ
た
ら
よ
い
か
判
ら

な
く
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

ヵ。
こ
の
よ
う
な
被
害
者
の
不
満
を

聞
い
て、

も
う

一
度
調
べ
直
す
仕

事
を
し
て
い
る
の
が
「
検
察
審
査

A
Z
」
で
，す
。

検
察
審
査
会
は
、
裁
判
所
の
中

に
あ
っ
て
、
民
間
の
代
表
者
で
構

成
を
さ
れ
た
十

一
人
の
検
察
審
査

員
が
、
そ
の
不
起
訴
処
分
に
つ
い

て
審
査
し
、
場
合
に
よ

っ
て
は
証

人
を
呼
ん
だ
り
実
地
見
分
な
ど
し

て
調
べ

ま
す
。

も
し
検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処

分
が
間
違
い
で
は
な
い
か
と
判
断

す
れ
ば
、
検
察
庁
に
「
起
訴
す
る

よ
う
に
」
と
か
、
「
も
う

一
度
調

べ
直
し
て
下
さ
い」

と
申
し
入
れ

す
る
の
で
す
。

犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
人
や

犯
罪
に
よ
っ

て
害
を
受
け
た
人
で

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
に
不
服
の

あ
る
人
は
、
だ
れ
で
も
検
察
審
査

会
に
審
査
の
申
し
立
て
を
す
る
と

と
が
で
き
ま
す
。
申
し
立
て
の
費

用
は

一
切
い
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
長
崎
地
方
裁
判
所
内

長
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

(長

崎
市
万
才
町
九
l
二
六
、
宮
長

崎
⑫
l
六

一
五

一
)
へ



場
合
に
お
い
て
年
令
区
分
を
異

に
す
る
と
き
は
、

最
年
長
の
児
童

一
人
を
除
き、

そ
の
他
の
児
童
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
年
令
区
分

に
応
じ
、
(
)
内
の
金
額
を
適
用

し
ま
す
。

な
お
、
(
〉

内
の
数
字
は、

約
五

C
M
m
t三
O
Mカ
低
く
な
っ
て

い
ま
す。

目
、
富
③

l
O
七
八
七
)

。
ふ
る
ま
ち
保
育
園

(古
町

一
丁

目、

電
④
!
三
O
O
一
)

。
鈴
田
保
育
園

(
大
里
郷
、
雷
④

|
二
八

O
O〉

。
ひ
ま
わ
り
保
育
園

(久
原
郷
、

富
③
|
九
四
二
O
)

〔注〕

同

一
世
帯
か
ら
二
人
以
上

の
児
童
が
入
所
し
て
い
る
場
合
は

二
人
目
以
降
の
児
童
に
対
し
(
)

内
の
金
額
を
適
用
し
ま
す
。
乙
の

。
常
盤
保
育
園

(徳
泉
川
内
郷
、

宮
③
|
六

O
五

一
)

。
芙
天
宮
保
育
園

(竹
松
町
、
雷

⑤
l
O
九
二
二
)

。
諏
訪
保
育
園

(中
諏
訪
町
、
雷

③
|
九
六
O
二
)

。
か
た
ま
ち
保
育
園

(片
町
、
雷

③
l
九
六
六

一
)

。
新
城
保
育
園

(杭
出
津

一
丁
目

雷
③
i
九
六

O
一

)

。
桜
馬
場
保
育
園

(桜
馬
場

一
丁

ー
四
六
七
四
)

。
萱
瀬
保
育
園

(
田
下
郷
、
富
⑤

i
七
六
二
二
)

。
植
松
保
育
園

(坂
口
町
、
曾
②

|一
二
六

一
四
)

。
妙
宣
寺
保
育
園

(矢
上
郷
、
曾

⑤
l
八
六
二
四
)

。
久
原
保
育
園

(久
原
郷
、
曾
③

i

一O
四
五
)

。
三
浦
保
育
園

(
日
泊
郷
、
雷
③

|
五
三
六

O
)

。
松
原
保
育
園

(
一
の
郷
、

宮

@
l
O
八

三
五
)

。
わ
か
ば
保
育

園
(
竹
松
本

町
、
雷
⑤
l

O
八
三
四
)

(4) 

保
育
に
つ
い
て
の
ι

…

悩
み
は
福
祉
課
ヘ

りおおむ

所
入
所
負
担
金
は
次
の
と
お
り
で

本
市
の
入
所
負
担
金
は
県
内
で
一

番
低
い
負
担
金
と
な
っ
て
い
ま
す

保
護
者
が
仕
事
や
病
気
な
ど
の

事
情
で
子
ど
も
の
保
育
が
で
き
な

い
と
き
、

就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

を
保
護
者
に
か
わ
り
保
育
す
る
保

育
所
が
市
内
に
公
・

私
立
あ
わ
せ

て
二
十
一
カ
所
あ
り
、
千
六
百
八

十
人
の
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す

毎
年
四
月
一
日
に
保
育
所
入
所

措
置
の
決
定
を
し
て
い
ま
す
が
、

途
中
で
も
欠
員
が
生
じ
た
場
合
は

入
所
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
保
育
に
関
す
る
こ
と
は
い
つ

で
も
福
祉
課
に
ご
相
談
下
さ
い
。

な
お
、
市
内
の
保
育
所
、
保
育

〔保
育
所
名
〕

(福
祉
課
)

。
池
田
保
育
所

(池
田
新
町、

雷

②
|
二
二
四
四
)

。
中
央
保
育
所
(
松
並
一
丁
目
、

富
②
l
二
四
二
一
)

。
三
域
保
育
所
(
杭
出
津
郷
、
富

@
l
二
二
五
七
)

。
竹
松
保
育
所

(
大
川
田
町
、
雷

@
l八
三

O
四
)

。
本
町
保
育
所
ハ
西
本
町
、
雷
②

市政だより

A 生活

B IA階

C1i A階B 

D?己 所.0得00税円課未税満額の世が帯 3.000 l 

D3 所.0得00税円課未満税額のが世帯15J00 (84，，42000 0) 

EuE JhU | 所J得00税円課未税満額のが世帯BO，O00 1{3B，，72u0o 0〉

所J得00税円課未税満額のが世帯9O，O00 1(95，，35000 0) 

D7 所，0開00円課未税満額白が世帯1加，ooo ((l(1(1111LB6B日071，，，，，，8?5OOd90W0O010日100O0日日 )))lげ||K11f(1159口65R日1，，J.，J，7458B町000U0nUO1 0 00o O) 3 〕) 
D自6 以別年上分18の0所，0得00税円課未税満額のが世帯150，000 

Dg 以目Ij年上分21の0所，00得0税円課未税満額の世が帯180，000 

DID 前以年上分24の0所，00得0税円課未税満額のが世帯210，000 

τDll 以別年上分27の0所，00得0税円課未税満額のが世帯240，O00 (1172，，420000)1(1161，，45000 0〉

単位円

。この表の所得税額を計算する場合には、住宅取得控除配当控除の額は

適用されません。

。Clか ら Dlの階層までは固定資産税額によ って一階層上の階層にな

ることがあります。

昭和56年 5月15日
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保育所入所負担金徴収基準額

こ
と
し
も
力
レ
ン
な
花
を
つ
け
る

した際に買 って帰り植えていたもので、近所

18年前、井手 トモさん (71)が北海道を旅行

乙のスズランは

北国の花・スズランが、 黒木郷でことしも

黒

木

の

ス

ズ

ラ

ン

カレンな花をつけました。

の話題を集めています。

有
リ
ン
合
成
洗
剤
は
海
を
汚
し
ま
す

※ 

粉
石
け
ん
に
切
替
え
ま
し
ょ
う



※ 

犬
の
放
し
飼
い
は
事
故
の
も
と

必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

昭和56年 5月15日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

注
射
と
検
診

-3歳
児
健
康
診
査

り

対
象

昭
和
五
十
二
年
十
一
月
生

ま
れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、

おおむ市政だより(5) 

周
年
五
月

t
十
月
生
ま
れ
で
、

ま
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な

い
幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時

五
月
二
十
八
日

午
前
九
時
1
九
時
三
十
分

午
後

一
時

1
一
時
三
十
分

場

所

市

役
所
第

一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

な
お
、
今
月
の
対
象
者
に
は
個

人
あ
て
通
知
し
ま
す
。

(
生
活
環
境
課
)

-5月
の
日
曜
・
祭
日

当
番
医
が
一
部
変
更

五
月
十
七
日
、
二
十
四
日
の
当

番
医
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
変

更
後
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
五
月
十
七

日

且日 場 所 l 時 間

市 民 会 館 9:30-12:00 

5/25 柴 田公 民館 13: 00......14: 00 

常 盤 橋 横 14:30.....15:30 

清 手口 園 9:30-10:30

5/26 東 浦 漁 協 11: 00.....12: 00 

市 役 所 13:00......15:30 

5/27 横 山 頭公 民館 11:30.....12: 00 

雄ケ原公民館 13:30.....14:30

[久原一引 9:30......11釦
5/28 

後木場公民館 13:00.....15:00

1日空ア[B20~11305/29 
福 祉 セ 13:00-15:30 

農 協 会 食古 9: 30-10: 30 

6/1 九州 産業横 11:00......12:00 

昭和通(親り和 13・00......15:30 
銀行社宅)

古 賀島公民館 9・30--10・30

6/2 特借宿舎横 11:00-12:00 

中地区住民セジタ ー 13:00........15:30 

|植 松公民 館 |930~1200
6/3 

古町(山田商庖横)113:00--15:30 

諏訪公民館 9:30--12:00
6/4 

坂 口公民 館 13:00........15:30

l池 田町民館 i930400
6/5 

池田公民館 13:00--15:30

レントゲン検診日程
〔
五
月
二
十
四
日
〕

。
早
田
内
科
(
竹
松
本
町
、
富
⑤

l
三
五
三

O
)

。
黒
木
泌
尿
器
科

〈
西
大
村
本
町

宮
④

l
O
一
一
一
一
)

-
こ
ん
に
ち
は

保

健

婦

で

す

(生
活
環
境
課
)

6月の健康相談日程

。。
談

室

室

室

6月の日曜当番医

!日i診療科目 | 病医院名 |所在地|電話 i

71 内 科1:岡 内 科「(FF戸門門門E向一吋一三珠淵吋城鯛「吋叶叶町1??十…!!卜ド2ト2-3
外.内科 |渡 辺医院[ーの郷15-8546i

1:内 皮膚科 ([寺井医院l~玖島 ::::2臼問問3部如5日7
内 科|毛 利医院!ーの 時叫

i内 科 !近藤医院|武 部郷14-1166

|) !m "，* 1ft': p.ol古町li |外・ 内 科 i田崎医 1 '1丁目 |

i-内 科 |長崎医院|寿古 紙5-86151

I/JUI皮・泌・性科 |佐伯皮膚科医部 刻印 30(

診療時間午前9時~午後6時

O 宮大 人後四宮 ( 科大
ー ② 村科藤五⑤原 内 野
五|本 (産 0 1口科 婦

「ー一一一一一一 内日
9:00.....11:00 13: ( 

1 妊婦相談 一 般{

3 乳幼児相談 妊長

10 
-----------一一ー一-

妊長

17 乳 幼児相談 妊長

24 
一一----------一一一一

妊婦教

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
、

相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
@
生
後
五
カ
月
ま
で
に
一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い
。

室

(生
活
環
境
課
)

6月 の妊婦と乳幼児の健康相談日程

日| 時 間 場 所 対 象

2 Iゅ mi大村 保健所 |生後4カ月ま吋児

13:30.....15:00 松原 出 彊所妊婦と乳幼児

81139::3000~~山15:0O0 |竹松出張所|乳 幼 児

9 I山川大村 保 健所 i生後日月までの乳児

13:30-15:00 I鈴田 出張所 |妊婦と乳幼児

16 1 9:30-10:00 J大 村保健所生後8カ月以上の乳児

-
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

結
核
予
防
法
に
も
と
ず
き
、
早

期
発
見
と
早
期
治
療
に
よ
り
結
核

の
撲
滅
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
い
ま
す
。

毎
年

一
回
、

健
康
で
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
受
診
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

該
当
者
は
も
れ
な
く

お
近
く
の
会
場
で
受
診
し
て
下
さ

該
当
者

次
の
人
を
除
く
全
員

マ
就
学
前
の
乳
幼
児
マ
小
・

中
・

高
校
な
ど
の
学
校
の
児
童

生
徒
マ
事
業
所
で
定
期
検
診

を
受
け
る
人

マ
現
在
結
核
で

治
療
を
受
け
て
い
る
人
マ
妊

娠
中
の
人

料

金

無

料

〈
生
活
環
境
課
)



(6) りおおむ市政だより昭和56年 5月15日
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圃
成
人
大
学
・
花
と
盆

栽
の
や
さ
し
い
作
り

方
教
室

成
人
の
方
々
が
よ
り
豊
か
な
生

活
を
創
造
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

生
活
に
が
か
わ
る
深
い
専
門
的
な

知
識
と
一
般
教
養
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
、
大
村
園
芸
高
校
を
開

放
し
て
行
い
ま
す
。

期
間
六
月
十
三
日
J
十
二
月
五

日
(
土
曜
の
午
後
一
時
三
十
分

t
四
時
)

内
容
初
心
者
の
た
め
の
盆
栽
の

手
入
れ
、
山
野
草
の
育
て
方
、

観
葉
植
物
の
ふ
や
し
方
、
花
木

類
の
ふ
や
し
方
、
鉢
物
の
管
理

な
ど

講
師
大
村
園
芸
高
校
の
早
瀬
先

生
、
中
田
先
生
、
金
子
先
生

受
講
料
無
料

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
(
印
)
、
年
令
、
電
話
番
号

を
書
い
て
社
会
教
育
課
へ

※
定
員
(
三
十
人
)
に
な
り
し
だ

い
締
切
り
ま
す
。

主
催
県
教
育
委
員
会

市
教
育
委
員
会

園
初
級
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ

l
講
座

期
間
六
月
五
日

t
八
月
七
日
ま

で
(
毎
週
金
曜
日
、
午
後
七
時

l
八
時
、
十
回
)

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

一
呂
ム
劃
引
判
l
一

}

一

す

べ

て

無

料

で

行

っ

て

い

ま

す

一

一

一

額

一

f

お

気

軽

に

ご

相

談

下

さ

い

¥

一

.

F

I

E

L

i

l

l

i

-

-

1

i

l

l

-

-

1

1

-

一

一

交

通

事

故

相

談

一

日

時

五

月

二

十

七

日

一

一

(

毎

月

第

四

火

曜

日

)

午

前

十

時

t
午

後

三

時

一

一

日

時

五

月

二

十

六

日

一

人

権

相

談

一

一

一

午

前

十

時

t
午

後

三

時

(

毎

月

第

一

木

曜

日

)

一

一…

FE--EE叩a

合

粧

品

…

日

時

六

月

四

日

一

一

(

毎

月

第

四

水

曜

日

)

午

前

十

時

t
午

後

三

時

一

『
ご
み
』

対
象
年
齢
、
性
別
は
聞
い
ま
せ

ん。

定
員

三
十
人

受
講
料

月
額

二
千
円

講
師
山
下
亨
先
生
(
長
崎
ギ
タ

l
音
楽
院
長
)

申
込
方
法
五
月
三
十
一
日
ま
で

に
大
村
ギ
タ
l
合
奏
団
(
中
島

倉
③

l
九
三
六
三
、
玖
島
郷
三

三
八
|
二
四
)
へ

(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
)

-
観
光
案
内
所
案
内
係

観
光
案
内
所
は
一
月
に
大
村
駅

前
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
大

村
市
観
光
協
会
が
運
営
の
委
託
を

受
け
、
観
光
地
や
史
跡
、
旅
館
、

交
通
、
料
飲
庖
な
ど
の
案
内
と
物

産
や
土
産
品
の
展
示
、
販
売
を
業

務
と
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
学
校
教
育
法
に
よ
る

高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
人

で
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
女
性

受
付
期
間

五
月
二
十
五
日
ま
で

※
詳
し
く
は
観
光
協
会
(
曾
②

|

三
六
O
五
)
ま
た
は
商
工
観
光

課
へ

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

天

正

遺

欧

少

年

使

節

。
マ
カ
オ
滞
在

現
在
タ
香
港
・
マ
カ
オ
の
旅
4

で
多
数
の
日
本
人
観
光
客
が
訪

れ
る
マ
カ
オ
、
こ
の
地
が
使
節

一
行
の
長
崎
を
出
港
し
て
か
ら

の
第
一
の
寄
港
地
で
し
た
。
今

な
ら
一
飛
び
の
海
外
で
す
が
、

使
節
は
実
に
十
七
日
間
の
航
海

を
経
て
、
同
年
の
三
月
九
日

(
邦
暦
二
月
十
五
日
)
に
到
着

し
ま
し
た
。

7

カ
オ
に
は
、
一
五
五

0
年

代
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
住
み

っ
き
、
当
時
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に @

記
録

街
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

と
い
っ
て
も
、
マ
カ
オ
は
ポ
ル

ト
ガ
ル
領
と
な
っ
た
の
で
は
な

く
、
十
九
世
紀
ま
で
中
国
に
地

代
を
支
払
っ
て
い
た
の
で
す
。

マ
カ
オ
に
は
着
い
た
も
の
の

南
に
吹
く
季
節
風
は
す
で
に
止

ま
っ
て
お
り
、
次
の
冬
ま
で
待

た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
マ
カ
オ
を
訪
れ
る
多
く
の

観
光
客
が
、
必
ず
足
を
運
ぶ
、

今
は
前
面
の
壁
だ
け
が
残
り
廃

虚
と
化
し
た
聖
パ
ウ
ロ
教
会
は

使
節
が
訪
れ
る
二
年
前
に
建
て

ら
れ
た
ば
か
り
で
、
一
行
は
そ

会
の
教
会
の
隣
に
あ
っ
た

教
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
院
を

ロウ
宿
舎
と
し
た
の
で
す

0

.、リ
マ
カ
オ
滞
在
中
は
規

わ

則
正
し
い
生
活
を
お
く

た
り
、
定
ま
っ
た
時
間
に

つ

礼
拝
と
修
業
を
お
乙
な

バ
ぃ
、
ま
た
ラ
テ
ン
語
と

け
日
本
語
の
勉
学
、
お
よ

配
び
西
洋
音
楽
の
古
楽
・

前

器
楽
の
習
得
に
あ
け
く

⑨ 

れ
る
毎
日
で
し
た
。
一
日
あ
れ

ば
街
を
散
索
で
き
る
ほ
ど
の
ち

い
さ
な
岬
、
マ
カ
オ
で
の
生
活

は
、
今
か
ら
向
か
う
未
知
の
国

へ
の
心
身
の
準
備
を
す
る
の
に

最
良
の
時
間
で
あ
っ
た
こ
と
で

Y

レ
ょ
v

つ。
こ
の
滞
在
中
の
十

一
月
に
、

少
年
た
ち
の
耳
に
今
か
ら
向
か

う
西
洋
の
様
子
が
伝
わ
り
ま
し

た
。
と
い
う
の
は
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
国
王
を
ス
ペ
イ
ン
国
王
フエ

リ
ッ
ペ
二
世
が
兼
任
し
た
と
い

う
の
で
す
。
使
節
は
日
本
出
発

に
際
し
て
、

ボ
ル
ト
ぃ刀
ル
国
王

宛
の
大
友
、
大
村
、
有
馬
三
一候

の
親
書
を
た
ず
さ
え
て
来
て
い

ま
し
た
の
で
、
そ
の
宛
名
を
書

き
替
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
お
こ
っ

た
の
で

す。
マ
カ
オ
滞
在
約
十
カ
月、

一

行
は
同
年
の
暮
、
十
二
月
三
十

一
日
(
邦
暦
十
一
月
二
十
六
日
)

マ
ラ
ッ
カ
に
向
け
て
マ
カ
オ
を

あ
と
に
し
ま
し
た
。
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※ 

空
力

も

よ

お

し

-第
2
田
市
民
文
化
祭

第
二
田
市
民
文
化
祭
を
開
催
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ど
参
加

を
お
願
い
し
ま
す。

な
お
、
洋
画
、
日
本
画
、
デ
ザ

イ
ン
、

水
墨
画
、
版
画
、
彫
塑
工

芸
、
写
真
、
書
の
部
で
皆
さ
ん
の

出
展
を
お
願
い
し
ま
す。

出
品
申
込
方
法

五
月
二
十
五
日

ま
で
に
社
会
教
育
課

へ

〔市
民
文
化
祭
日
程
〕

。
大
村
市
謡
曲
愛
好
会

(福
祉
セ
ン
タ
ー
、

五
月
二
十 ン

は
捨
て
ず
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

四
日
、
午
前
九
時
三
十
分

1
午

後
三
時
三
十
分
)

@
大
村
市
華
道
連
合
会

(市
民
会
館
、
五
月
三
十
日

l

三
十
一
日
、
午
前
九
時
l
午
後

五
時
)

@
大
村
日
舞
の
会

(市
民
会
館
、
五
月
三
十
一
日

午
前
十
一
時

t
午
後
五
時
)

@
大
村
盆
栽
会

(市
民
会
館
、
五
月
三
十
日

l

三
十
一

日
、
午
前
九
時

t
午
後

五
時
)

。
大
村
パ
ー
ル

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

(コ

ミ
ュニ

テ
ィ
セ
ン

タ
ー、

六
月
十
三
日、

午
後
六
時
l
九

時
)

角館 で 民踊の受流

@
大
村
史
談
会

(市
民
会
館
、
六
月
六
日
l
七

日
、
午
前
九
時
I
午
後
五
時
)

@
大
村
市
美
術
協
会

(コ

ミ
ュニ

テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、

六
月
五
日

l
八
日
、
午
前
九
時

l
午
後
五
時
)

@
大
村
墨
影
会

(コ

ミ
ュニ

テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、

六
月
五
日

t
八
日
、
午
前
九
時

t
午
後
五
時
)

。
大
村
市
吟
詠
連
合
会

(市
民
会
館
、
六
月
七
日
、
午

前
十
時
1
午
後
四
時
)

。
大
村
民
踊
の
会

(市
民
会
館
、
六
月
七
日
、
午

前
十
時

t
午
後
四
時
)

大村民踊協会の方など20人が5月の連休を利用

して姉妹都市・ 秋田県角館町を訪問、桧木内川堤

の満聞の桜の下で民踊の交流を行いました。

なお、 6月の大村の花しようぶ祭り に角館町の

民謡団一行が訪れ、 郷土芸能 、おやまばやし、な

すね。

どが披ろうされるととにな っています。 楽しみで

@
大
村
民
謡
の
会

(市
民
会
館
、
六
月
七
日
、
午

前
十
時
1
午
後
四
時
)

@
大
村
茶
道
連
合
会

(桜
田
の
堀
、
コ
ミ
ュニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー、

六
月
十
四
日
、
午

前
十
時

t
午
後
三
時
)

@
大
村
市
文
芸
協
会

(
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン

タ
ー、

六
月
十
四
日

、
午
前
十
時
1
正

午
)

主

催

大

村
市
文
化
協
会

※
詳
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

-
第
9
回
ミ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュニ

テ
ィ
セ

ジ
タ
1
二
階

ロ
ビ
1
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
観
覧
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

展
示
作
品

写
真

日
写
連
会
員

渡
瀬
成
幸
氏

五
月
二
十
九
日
ま
で

展
示
期
間

-
春
季
慰
霊
祭

県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
大
村
市
支

部
主
催
に
よ
る
春
季
慰
霊
祭
が
行

わ
れ
ま
す
。

遺
族
並
び
に
市
民
多

数
の
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
参
列
さ
れ
る
人
の
遺
族

章
は
各
地
区
遺
族
世
話
人
を
通
じ

配
布
し
ま
す
が
、
届
か
な
い
人
が

あ
り
ま
し
た
ら
古
福
祉
課
、
各
出

張
陥
ま
た
は
遺
族
会
で
お
受
け
と

り
下

さ
い
。

五
月
二
十
二
日

午
前
十
時
三
十
分
開
式

県
忠
霊
塔

日
時

場
所

一

国

際

障

害

者

年

一

一

S
完
全
参
加
と
平
等

S

一

一

ご

存

じ

で

す

か

一

一

@
N
H
K放
送

受

信

料

非
課
税
の
場
合

一

一

の

減

免

に

つ

い

て

〔半
額
免
除
〕

一

ω世
帯
主
が
身
体
障
害
者
手
帳

一

一

身

体
障
害
者
や
重
度
の
精
神

を
所
持
す
る
視
覚
障
害
者

一

一
薄
弱
者
、
重
度
の
戦
傷
病
者
の

(一

級

t
六
級
)、

聴
覚
障

一

一
属
す
る
世
帯
に
対
し
て、

N
H

害
者

(同
)
、

重
度
の
肢
体

一

↑

K
放
送
受
信
料
の
全
額
免
除
、

不

自
由
者

(一

級
、
二
級
)
一

一
半
額
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す

で

あ
る
場
合

一

一

〔全
額
免
除
〕

倒

世

帯

主

が

戦
傷
病
者
手
帳
を

一

一

ω身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
す

所

持
す
る
重
度

(特
別
項
症

一

一

る

身

体
障
害
者
の
属
す
る
世

1
第
一
款
症
)
の
戦
傷
病
者

一

一
帯
で
、

生
活
保
護
法
に

よ

る

で

あ
る
場
合

一

一

算
定
に
よ
り
貧
困
な
世
帯
と

※
申
請
書
は
福
祉
課
に
あ
り
ま

一

一

認
め
ら
れ
る
場
合

す
。

-

一
凶
児
童
相
談
所
、
精
神
薄
弱
者

一

更

生
相
談
所
な
ど
で
重
度
の

0

0

0

一

一

精
神
薄
弱
者
と
判
定
さ
れ

た

一

一

方

の

属

耳

と

こ

と

ば

の

相

談

日

，

一、U
H
F
-
}主

一

-、

P
V
A
-
-
z甘

日
時
六
月
二
十
日
(
土
)
-

一

d
d
y
r
司、

帯
で

、

一

-

E

匹
U
V
R

午
後

一
時

t
三
時

-

一

回

h
、

今

世
帯
員

一

ダ

4
l
h
-
全
員
が

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

一

d
w泊
判

、

、

-

一

市

民
税

一
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民
民j

iツ;

り

-
幼
児
と
母
親
サ
ッ
カ

ー
教
室

お お む

幼
稚
園
児
と
そ
の
母
親
を
対
象

に
ボ
l
ル
を
追
う
楽
し
さ
と
初
歩

的
な
動
作
を
身
に
つ
け
る
乙
と
を

目
的
と
し
た
教
室
で
す
。

期

間

六

月

t
十
二
月
(
毎
月
第

ニ
土
曜
日
、
午
後
二
時
1
五
時

雨
天
の
場
合
は
次
週
順
延
)

場

所

市

営
陸
上
競
長
場
ほ
か

定
員
園
児
母
親
各
二
十
人
程
度

指
導
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
員

参

加

費

無
料

申
込
方
法

六
月
六
日
ま
で
に
傷

害
保
険
加
入
金

(幼
児
三
百
四

十
円
、
母
親
六
百
八
十
円
)
を

市政だより昭和56年 5月15日
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添
え
て
直
接
教
育
委
員
会
体
育

課
へ

主

催

市

教
育
委
員
会

主
管
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
祭
り

成
績

四
月
二
十
六
日
、
市
民
体
育
館

で
パ
ド
ミ
ジ
ト
ン
協
会
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
般
男
子
〕

①
浜
崎
愛
三
・
品

川
宏
洲
②
日
高
正
幸

・
里
脇
清
隆

③
片
岡
重
明
・
中
島
泰
二
、

森
幸

久

・
福
田
裕
二

こ
般
女
子
〕
①
福
田
ユ
リ
子
・

中
村
マ
サ
②
田
崎
敏
子
・
貞
松
昭

子
@
江
原
布
子
・
藤
崎
恵
美
子

〔
初
心
者
男
子
〕
①
石
橋
隆
也

・

一
瀬
忠
男
②
中
村
勝
美

・
出
口
崇

③
西
山
昭

・
藤
井
良
博
、
渡
辺
心

一
・
岸
川
正
利

〔
初
心
者
女
子
〕
①
田
崎
敏
子

・

貞
松
昭
子
②
西
郷
睦
子
・
市
ノ
木

信
代
③
宮
崎
須
麻
子
・
出
口
真
寿

美
、
相
良
洋
子
・
田
中
和
子

〔
マ
マ
さ
ん
〕
①
江
原
布
子
・
藤

崎
恵
美
子
②
朝
長
ス
ミ
子
・
牧
島

素
子
@
本
郷
康
子
・
市
川
弘
子

そ

の

他

-
小
作
料
の
標
準
額
が

改
訂

小
作
料
は
、
賃
貸
人
と
賃
借
入

と
の
お
互
い
納
得
す
る
小
作
料
を

ど
う
契
約
す
る
か
で
す
が
、
標
準

小
作
料
に
準
拠
す
る
の
が
望
ま
れ

る
わ
け
で
す
。
現
在
、
利
用
中
の

標
準
小
作
料
は
昭
和
五
十
六
年
分

か
ら
次
の
と
お
り
改
訂
さ
れ
ま
し

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

ム

へ

清

掃
奉
仕

マ
桝
本
幸

一

一

~
香

典

返

し

敬

称

略

マ
為
成
喜
久
子

(
諏
訪
二
丁
目

(大
川
田
町
)
パ
1
ル
ハ
イ

ム

一

-
亡
夫
守
)
五
万
円

へ

樹
木
四
本
マ
山
口
勝

(諏

-

一

国

際

障

害

者

年

事

業

へ

，

訪
二
丁
目
)
パ

i
ル
ハ
イ
ム
へ
一

一

マ
野
田
キ

エ
(
西
大
村
本
町

・

u-鍛
寄

付

敬

称

略

理

髪
用
椅
子

一
脚

一

一
亡
夫
賢
吉
)
五
万
円

マ
飛
鳥

一
井
一
夫
(
玖
島
郷

・
亡
妻
美
代

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

一

一
子
)
五
万
円

マ
玖
島
青
年
団
日
パ

l
ル
ハ
イ

一

た
の
で
目
や
す
と
し
て
利
用
し
て

下
さ
い
。

(農
業
委
員
会
)

!'!'!l.+rn""rvu I 小作料の | ! 農地の区分 [ | ~..L-~V...J ~./J 標準額 |

主 |ぉ，400円長 27り米 521旬以上

i田の部 |中 27，400 …20kg 
I一一一一つ l 

|下 I 21. 200 I 11 414同未満

上 12，50o I~読品価額 78扱"'68級
i畑 の 部 同 10，20o 11 67級--57級

下 7，700 1 11 56級--47級

考-
技
能
向
上
訓
練

〔
炭
酸
ガ
ス
ア
l
ク
溶
接
実
技
〕

対
象
者
初
心
者
、
一

級

期
間
六
月
十
五
日

t
二
十
六
日

(
午
後
五
時
三
十
分

t
八
時
三
十

分
、
六
回
)

受
講
者
負
担
金

四
千
円

場
所
・
申
込
先

長
崎
総
合
高
等

職
業
訓
練
校

(諌
早
市
小
船
越

町

一
一一

三
、
震
諌
早
⑨
|
二

一
一
一
二
三
)

申
込
締
切
五
月
二
十
九
日

〔
被
覆
ア
l
ク
溶
接
学
科
〕

対
象
者
溶
接
の
基
礎
知
識
を
勉

強
し
た
い
人
、

J
I
S
学
科
試

験
を
受
け
る
人

期
間

六
月
五
日

t
三
十
日
(
午

後
五
時
三
十
分

t
八
時
三
十
分

十
回
)

受
講
者
負
担
金
千
円

場
所
・
申
込
先

炭
酸
ガ
ス
ア
l

ク
溶
接
実
技
と
同
じ

申
込
締
切
五
月
二
十
八
日

(
商
工
観
光
課
)

-
市
道
回
ノ
平
線
道
路

改
良
工
事
に
伴
う
交

通
止
に
つ
い
て

現
在
工
事
を

進
め
て
い
る
こ

の
道
路
は
、

国

鉄
大
村
線
を
横

断
す
る
重
要
幹

線
道
路
と
し
て

昭
和
五
十
三
年

に
工
事
に
着
手

現
在
ま
で
に
約

三
百
五
十
メ
ー

ト
ル
の
改
良
を

完
了
し
、
昭
和

五
十
八
年
三
月

ま
で
に
完
成
の

見
込
み
で
す
。

乙
の
道
路
の

中
心
と
な
る
国

鉄
大
村
線
と
の

立
体
交
差
の
架
道
橋
拡
幅
工
事
を

五
月
か
ら
着
工
す
る
の
に
伴
い
、

現
在
通
行
し
て
い
る
架
道
橋
を
閉

鎖
し
ま
す
の
で
、
別
図
の
と
お
り

車
両
は
う
回
路
の
通
行
を
お
願
い

し
ま
す
。
(
自
転
車
や
歩
行
者
は

人
道
が
あ
り
ま
す
)

工
事
が
約
二
年
の
長
期
間
と
な

り
ま
す
の
で
、
乙
の
方
面
を
通
行

さ
れ
る
方
に
は
ど
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

期

間

五

月
十
五
日
l
昭
和
五
十

八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

(土
木
課
〉
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